
200　家政学原論・家庭管理・家庭経済・家族関係

E －19 子どもの象争參加態度川乍mi ふ孝則こ関i ふ鳶死ci I 報
・鈴木敏子倆知久駁膏）舟橋久子傭知久教育附着iり:〉
　面島島子（^知字眼残欠）

〔日本家政学会

　目的　近年、子どもの生娘実態は諸側面ヵヽら間錬にされて1.1 る。そ<n ーつに家季£手伝

幻なくな｀、μことお｀あげられ、身､^の発恚の歪み薯とも関連して把えられてい＆。一方、

象手労働への子とh)<n 參加は、子t'i の季物の認載. 身心の鳶え、家族関係のあソ万- 技

術や支化の伝承等々の面わら改わてその名義が見直き政てい徊頃伺右みら･れわ。そこで私

還ば、3- どもの象争參加の状ジロ.知1 .　どのような生溥背象お｀子どもの蒙乖參加態度£規

定してL >る(0ヵ叱U ラこと之明ら叫こしてみるこいこした・　　　ハ『
　方債　彫-対象は. 高知市内で人a 何も槽した住宅化地市にあ加

μわゐ五台ふ/]､学綬と布師旧心芋校£遼び｀、/・d> ^烹､の父と母、S ■石年生の児童と父
乙母としμ。調査方漓一児童はクタス､で一斎に、父々は児・£まして愈宅で記)ヽ､t＆アン

グ-卜。調i時期一／17アキU月初旬。回収は児童仰o 県で/・・'A、父ダ tて゛31％、母は

lTﾀﾞ索で｀町久その内、／・Ｊ年は叉母のぎかおぞろ。ていカo'/'組ま、5 ■ 6キは児重、

も母三虐のが|峯μそろっTいか3/6組£曾斯に使用レた。

　結莱　象事ヤ伝い£｢よくす加5ヽぶ昇男予ば^痢すiは/3%. ■"少しす肩胃3-

ぼ4?痢す^μμ、‘あ1 ソレフ心j と『全然しない』男j ij4ﾀ>. ^3-μμr≒3-ど*

<^象を参加への男気羞は顕著であh. I μ. 母鋭の態裏に、エ植字坪にーフルほど積極的に

働り州てい＆様子好みられゐよクに子ど渚の発還堤揖によル差i tfつきソしていゐ。

この他、象庭々そ親の職支、家族構成、住層の形態、父親の家争參加状泥、両靴の免識、

屎良奸の好さ嫌い昔々ど3-ど' 6)り家争奉加状況どの関連£明ら≪M､してい＜。
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　祐耳川・対会的わ乙の藁澄は, '7i草ぺ障の低飛沫・不九X一口構^の恚透なち糾化魂象

（加わっ/i紅公構べ？内にあゐ．生死功賞いわごと（てf*I いてv^八消嚢水障/i■ 今や停滞

いヽし鮭しといク．これらの多りS-生淮へのよいよ秀,?い. 象族の生海保宝.を目的と亨ろ象
庭秘配ai-賜.ヽら. ま碓引手の形喫に関わるま法峰珍^杵μレ生右化びせ蔭,る手だ｀てを

堤忽牛ａこい剔掻めて璽蕎な奏義とi ，てい乃, 吋いリ理.由で参厄生洛色維捧する瓢

凛的基盤を欠和い，生冶費ク）受ね盾ヒなった生殖保雄也事の場右玲リ緊急･t吻る.

　索北･ 屯晦生他方の乞港洋維ぜ帯1,対象に　ヨ隼剛助･l的再生産と. 祉負失即今的亀迄

の弁生差，丈タの関連.と争例研刄にふ．て明い･リこずう．3 年延績研免でヽあう．

の林保護状尾を，扶助ん麦秋，労叫力類乞封ざ拳数，ま嫁保護閉維り=衆jt.理昧對乞帝靫

バ早良年のｵ糾牡いい蘇漱レ町象地わし4 ヤ, 応廉直日申m (JT置&眺とすう．

②健乞加齢夏ｉ准%栄む斗嶮什のφt, , 副本P7規則を･貧ける最低ま:活婆準降よゐ生瀋費の

槙良工・物数は，再生産法勁の遥互に生舷すり欄外甚i <画づり-a: 乱ヤれ洋健康゛

衰乳家庭幇育v: ぐ間聞悸の掃海仏，生家g裸の欠初号と.なってあらわれる，

⑤/吋本海の多浅のいき併無芭帯で巾，子育乙敢-^^佃に私淑経営の生節ヤ少々ヽれ5- .

μ;勺忽ぶヤ惶≒よ昇言。瓢計器;ぶ驚ぷゑ丿数
地l- It，葎・憚腹子･ヽヽ而‘ﾉヽ(が一ぶ?μ九生冷士俸･A形応'rこ賜祉.cn楓野沁iし^黍である，

c粧深濯也帯は，熾シ画利/こ佃別匈Tヽ･ タゲなダ今一躇小貧立舅力の指手？にお*ヽ私心。




